
　建設ディレクターは、デジタル技術を活用して、現場技術者に代わって書類作成業務などを
担っており、現場技術者の負担軽減や、作業の効率化と就労時間の短縮を図る効果的な取
組として「働き方改革」につながります。

　建設ディレクターの69％は10代～30代、75%は女性となっております。　

建設ディレクターっていい！

■補助対象：県内に主たる営業所があり、建設業許可を有している事業者

■補助金額：上限82,500円/人（※１事業者あたり最大５人まで）

■補助内容：建設事業者が常時雇用する若手人材（※申請年度末時点で34歳以下）を

　　　　　　　　建設ディレクターに育成する際に負担する講座（建設ディレクター
　　　　　　　　協会主催）受講料の一部（1/4）を補助

■申請期限：令和７年度中
　　　　　　　　 ※講座受講前までに交付決定を受け、年度末までに実績報告を提出すること。
                          ※予算額上限に達した場合は、受付を締め切らせていただきます。

■HPアドレス：https://www.pref.kochi.lg.jp/doc/kennsetugyoukasseika/
 ※当講座は、厚生労働省の人材開発支援助成金の助成対象となり、

　  条件によっては全額負担なしで受講できる可能性があります。
　   詳しくは、高知労働局助成金センター（TEL：088－878－5328）までお問い合わせください。　　　

補助金について

受付窓口

書類送付先

高知県土木部土木政策課　建設業振興担当　森光　

１７０２０１＠ken.pref.kochi.lg.jp

電話番号 088-823-9815

建設ディレクターの育成を支援します！
（高知県建設業人材育成事業費補助金）

「バックオフィスから現場支援」
　建設業で働いた経験がなく入社しました。
専門用語が多くなかなか理解できないなか
建設ディレクターの講座を受ける機会をいた
だき、基礎から学ぶことができました。

　現在は安全関係の書類や施工体制台帳
の作成などをしています。これからもっとスキ
ルを身につけ、　現場の負担を減らせるよう
に頑張ります。

「残業ゼロを目標に」
　当社では約６年前から現場技術者の負
担軽減、休日確保、残業ゼロを目的として
工務事務部（今でいう建設ディレクター）を
設置しました。

　その結果、社員の休日出勤、残業はほ
ぼゼロとなり社員のやる気が増して大い
に働き方改革につながっております。

建設ディレクター
（高知市、20代女性）

建設事業者
（高知市）


